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町で実施した「令和元年度 美里町新中学校整備造成基本設計業務報告書」から抜粋した資料のた

め、章立て等の構成については一部変則的なものとなる。 

 

Ⅲ 基本設計 

１ 設計条件設定 

   新中学校計画区域は、「平成 30 年度 美里町中学校建設用地適地選定等業務」により以下の

条件により選定された。 

 

 【区域の選定条件】 

   ①必要面積を確保出来ること。 

   ②人口重心の近傍であること。 

   ③建設期間中の児童への影響を最小限とすること。 

   ④用地が整形地であり、一体性があること。 

   ⑤災害リスクが少ないこと。 

   ⑥幹線道路からのアクセスが良いこと。 

 

   また、対象地区の現況は農地（水田地帯）であり、施設としてはパイプランが布設され

ていること、地質調査結果より軟弱地盤地域であること、町道小牛田南郷線の歩道部には

上水道および下水道管が敷設されていることから設計に必要な条件を以下のように設定

した。 

 

 【設計条件】 

   ①農地転用の許可を受ける必要があること。 

   ②土地改良区のパイプラインについて考慮すること。 

   ③軟弱地盤対策を行う必要があること。 

   ④町道小牛田南郷線からの乗入位置について。 

   ⑤上下水道管への接続について考慮すること。 

    

２ 施設計画・配置計画 

   適地選定業務時の基本計画図（施設配置）を基に、施設周辺を考慮した施設配置検討を行っ

た。 

   2-1.町道小牛田南郷線 

町道小牛田南郷線は区画整理事業地側に歩道が設置された片側歩道となっている。今回

中学校を計画するにあたり、学校への送り迎えや生徒の通学を考慮した乗入計画を行った。

計画にあたり、町道沿いは東北電力の鉄塔が設置されている箇所があること、町道が既に

交差点処理がされていることを考慮し次頁に示す計画図を作成し、協議により学校側への

歩道設置、右折レーンは考慮しない計画とした。また、スクールバスの進入路は学校用地

東側より進入することを条件とした。 
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   2-2.学校外周部の管理用通路について 

計画地周辺は東側に既設の農道、西側には町道があることから、北側への管理用通路を

設置することにより外周部を車両が通行可能となり管理上も有利であるとの意見があっ

た。その為、道路配置計画を行うとともに、道路設置に伴い発生する事業費について算出

し計画の方向性について検討を行った。 

計画地には防災調整池設置指導要綱より調整池を設ける計画である。その位置について

は、基本計画を基に区域北東角として計画し、堤体勾配は上流側で 1：3.5、下流側で 1：

3.0 としていた。その為外周部に管理用通路を設けた場合、道路幅員分の学校敷地が狭ま

ることになることから、学校用地を極力確保するため堤体をコンクリート構造とすること

で用地の確保が可能と考えた。そのため、コンクリート構造でのレイアウト案を作成し概

算工事費を算出した結果、諸経費込みで約 146,000 千円の工事費増となることから、既に

事業規模が設定されている状況では新たな工事費増となる計画は困難とのことから、外周

の管理用通路計画は行わないこととした。 
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   2-3.供給施設計画 

学校への供給施設については、区画整理事業地に布設されている給水管及び汚水管を利

用する計画とし、施設管理者と協議を行い接続位置等について検討し計画するものとした。 

 

   2-3-1.汚水排水施設 

汚水排水施設については、学校内の宅内汚水桝の高さを検討し、既設汚水管に自然流下

で接続可能な位置を検討した結果、都市計画道路駅東線の東側歩道に布設されている汚水

人孔に新設管を接続することで、接続が可能となる。 

 

図 2-3-1 汚水計画平面図 
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2-3-2.給水施設 

給水施設については、都市計画道路駅東線の歩道に設置されている給水管および町道小

牛田南郷線の歩道に設置されている配水管から分岐し、学校に給水管を敷設ことが考えら

れる。 

 ここでは、汚水排水施設位置を考慮し、（都）駅東線の東側歩道に敷設されている配水

管から給水管を接続し学校へ供給する計画とする。 

図 2-3-2 上水道計画平面図 
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   2-4.配置計画 

2-4-1.学校施設 

  校舎及びグラウンドの配置計画については、新中学校施設基本計画を基に、西側区域に

学校施設の建築物を配置し、東側区域にグラウンド、テニスコート及び防災調整池を配置

した。 

 

2-4-2.付属施設 

  主となる駐車場は町道小牛田南郷線沿いに必要台数を確保する配置計画とした。進入路

は校舎側には正門となる進入路（緊急車両用含む）、グラウンド側にはスクールバス、一

般車両の出入口用の進入路を計画した。 

既設の電力鉄塔部については、今後行われる PFI 事業による計画を優先するため未確定

な計画による事業費増を避けるため、基本設計では盛土形状にて計画を行う。 

 

2-4-3.その他 

  既設鉄塔用地により、サッカーグラウンドと鉄塔との間の平場が狭く、東側進入路より

進入したスクールバスが校舎正面まで通行出来ない幅となっているが、施設配置計画が確

定した後、改めて車両の通行に支障が生じた場合には構造物（擁壁等）の計画を行うこと

を推奨する。別途発注されている軟弱地盤解析では、鉄塔に盛土荷重の影響を与えないた

めの対策を検討している。 

 

以上よりここでは、参考図としての土地利用計画を提示する。 
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３ 整地設計 

   整地計画は、隣接する町道および農道の高さを基に、軟弱地盤の残留沈下量（10cm）を考

慮するとともに、ハザードマップを基に浸水しない高さを求め、計画地盤高を設定すること

とした。 

    

  3-1.計画地盤高の設定 

    計画地盤高は「鳴瀬川の浸水深／標高」を基に最大浸水深を求め、その値に残留沈下量の

10cm を加えた高さを、計画地盤高（最低高）とした。 

 

    ・計画地盤高：9.70ｍ（最低高） 

 

    次頁に算出根拠資料を添付する。 
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  3-2.軟弱地盤対策 

   「令和元年度 美里町新中学校整備予定地地質調査等業務」より、計画地は軟弱地盤地 

  域であることから以下の点について考慮する。 

 

（1）造成盛土周辺への対策 

造成盛土による引き込み沈下・側方変位がある程度予想されることから、水田・畑地・ 

農道・水路などへ配慮した「縁切り溝工」を考慮する必要がある。 

 

（2）電力鉄塔への対応 

町道小牛田南郷線脇に東北電力の鉄塔があり造成盛土に近接する。従って造成盛土に

よる変位などを含めた影響を把握し、対策を検討する必要がある。 

 

   尚、軟弱地盤解析については別途業務にて行う予定であることから、造成実施設計業務

で改めて軟弱地盤対策工について反映させることとする。 

 

 



【別紙４】造成基本設計図書 

15 

  3-3.進入路・接続箇所 

    新中学校への進入路は基本計画時において、町道小牛田南郷線から 2 箇所、西側町道で 2

箇所、合計 4箇所の進入路としていた。 

図 3-3-1 基本計画時平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    今回、校舎・グラウンド等の施設配置計画は、PFI を導入することから施設配置計画は事

業者が決定した後に決定することになり、現時点において進入路の位置および箇所数につい

ては決定できない。 

但し、基本計画の中学校位置を考慮すると、通学する生徒の動線は幹線である町道小牛田

南郷線を利用することが想定されることから、正門および駐車場位置を基に町道小牛田南郷

線で 2箇所の進入路を計画する。正門は校舎側（基本計画時）とし、緊急車両のみ通行可と

し、スクールバス等の車両は東側の駐車場側からの進入とする。 

また、計画地西側の町道からの進入路については、校舎配置計画等が未確定であることか

ら、PFI 事業者の計画に委ねることとした。 

 

次頁に進入路位置図を示す。 
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図 3-3-2 進入路位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3-3-1.進入路等の舗装構成 

     中学校へは送迎用のスクールバス（10台：基本計画より）が運行される予定であり、駐車場

は 122 台確保されている。その為舗装構成については、舗装設計便覧（公益社団法人日本道路

協会）および構内舗装・排水設計基準（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課）により設定す

る。 

 

   （1）舗装断面 

      舗装断面は、下記に示す断面構成とする。 

 

図 3-3-3 車路・駐車場のアスファルト舗装の断面 
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   （2）路盤厚 

      表層厚は 5ｃｍとし、路盤厚は下記の表より 20ｃｍとする。 

 

表 3-3-1 車路・駐車場のアスファルト舗装の路盤厚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※舗装設計便覧 P30 で以下の表が記載されており、15 台/日・方向の疲労破壊輪数が 1,500

回/10 年とあることから、1,000 超 2,000 以下、設計 CBR3 の路盤厚 20ｃｍとした。 

 

表 3-3-2 疲労破壊輪数の基準（普通道路、標準荷重 49ｋN） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （3）凍上抑制層 

      凍上抑制層は土木設計マニュアル設計施工編（宮城県土木部）より鹿島台地区の設計凍結

深 40ｃｍから舗装厚を差し引き 15ｃｍとする。 
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   （4）舗装構成 

      以上より舗装構成は以下のとおりとなる。 
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3-4.盛土法面 

    盛土法面勾配は「道路土工 盛土工指針」を参照し、1：1.8 として計画する。 

 

表 3-4-1 盛土材料及び盛土高に対する標準のり面勾配の目安 

  

 

 

 

図 3-4-1 盛土高の定義 
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  3-5.公園・緑地・広場 

    都市計画法開発許可制度便覧（宮城県土木部建築宅地課）では以下の記載がある。 

 

開発区域の面積が 0.3ha 以上 5ha 未満の開発行為にあっては、開発区域に、面積の合計が

開発区域の面積の 3％以上の公園、緑地又は広場が設けられていること。ただし、開発区域

の周辺に相当規模の公園、緑地又は広場が存する場合、予定建築物等の用途が住宅以外のも

のであり、かつ、その敷地が一である場合等開発区域の周辺の状況並びに予定建築物等の用

途及び敷地の配置を勘案して特に必要がないと認められる場合はこの限りでない。 

    本計画地は水田部に盛土を行い造成することから、外周部の盛土法面が発生する。その面

積は約 3,800 ㎡であり、必要緑地面積 1,200 ㎡（A=40,000✕3％=1,200 ㎡）を上回っている。 

    協議の結果、法面を緑地とカウント出来るとのことから、本計画では、法面を緑地として

計画することとした。 

図 3-5-1 土地利用計画平面図 
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  3-6.表層仕上げ 

    計画地の盛土材は国土交通省から公共残土を搬入する予定である。そのため、グラウンド

舗装および表層仕上げには使用できないと判断し、表層部の材料は購入土として計画する。 

 

  3-6-1.校舎回り 

     校舎回りは建築外構および舗装等が計画されていることから、完成高より 30ｃｍ（1層

分の巻き出し厚）は購入土で仕上げるものとする。 

 

  3-6-2.グラウンド部 

     グラウンド部については、屋外体育施設の建設指針をもとに野球・サッカーなどでスパ

イクシューズを使用することから、表層に混合土を使用する舗装を考慮する。 

  

図 3-6-1 石灰スクリーニング混合土舗装標準断面図 

   

 

 

 

 

 

 

 

 ※屋外体育施設の建設指針 P.192 より   
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  3-7.パイプライン 

    町道小牛田南郷線北側には土地改良区で施工したパイプラインが敷設されている。本計画

によりパイプラインは計画歩道内に位置することなり、土被りについても１ｍ以上深くなる

こととなる。 

その為管理者との協議を行った結果、現在のパイプラインは存置し、制水弁については歩

道面から操作できるように改修してほしいとの要望があった。 

従って、実施設計において軟弱地盤解析を考慮し設計するものとする。 

 

図 3-7-1 パイプライン敷設図 
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４ 防災設計 

   開発事業において広範囲にわたって地形、植栽状況等を改変するので、工事施工中の土砂の

流出等による災害を防止することが重要である。したがって、適切な防災工法の選択等の必要

な防災措置を考慮する。 

 

  4-1.仮設沈砂池 

    土工事施工段階においては、降雨により地区外への土砂流出が考えられることから、防災

小堤により土砂流出を防ぎ、仮排水路により速やかに仮設沈砂池へ導くように計画する。 

 

  4-1-1.流域面積 

 

名  称 流域面積（ha） 

1 号仮設沈砂池 A1 = 1.22 

2 号仮設沈砂池 A2 = 2.22 

合  計 A  = 3.44 

 

  4-1-2.仮設沈砂池 

  （1）設計堆積土砂量 

     土地造成中に対する堆積土砂量は、「防災調節池等技術基準（案）解説と設計実例」P.25

より、150ｍ3/ha/年とし、1年間に 1 回浚渫を行うものとして下式により算定する。 

 

       設計堆積土砂量 Ｖ＝150ｍ3/ha×造成面積（ha） 

      

名称 流域面積 

（ha） 

堆積土砂量 

（ｍ3） 

沈砂池容量 

（ｍ3） 
判定 備考 

1 号仮設沈砂池 1.22 183 197 OK  

2 号仮設沈砂池 2.22 333 362 OK  
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図 4-1-1 仮設沈砂池 

 

 

 

 



【別紙４】造成基本設計図書 

25 

  4-2.地下水排除工 

    盛土内に地下水排除工を設置して、地下水をすみやかに排除するとともに、地下水の盛土

材への上昇を防ぐことにより、盛土の安定化を図る。 

地下水排除工は、盛土施工前の現地盤に設置するととに、排水機能を発揮するような配置

計画を行う。 

 

  4-2-1.地下水排除工の処理水量 

    地下水排除工の処理水量は「宅地防災マニュアルの解説」P212 より、単位水量 2.5ℓ/s/ha

（盛土面積あたり）とする。これは、計画降雨量 100ｍｍ/日（全国主要都市での 2年確率値

に相当）に対して、観測データの誤差や盛土施工初期値の圧密排水による暗渠排水量の増加

を考慮し、5割の余裕をみこんだものである。 

 

盛土面積 

（ha） 

単位水量 

（ｍ3/ｓ/ha） 

処理水量 

（ｍ3/ｓ） 

3.47 0.0025 0.009 

 

  4-2-2.暗渠（幹線）の通水能力 

    通水能力は、下記のマニング式を使用する。 

（暗渠管の口径は 200 とする） 

   

Ｖ＝   × Ｒ2/3 × Ｉ1/2 

 

        ここに、Ｑ：流下量（流下能力、（ｍ3/ｓ））＝Ａ×Ｖ 

            Ｖ：流速（ｍ/ｓ） 

            ｎ：0.015（粗度係数表参照） 

            Ｉ：勾配（％、0.3％ 最低勾配） 

            Ｒ：径深（Ａ／Ｐ）（ｍ） 

            Ａ：流水断面積（満管）（ｍ2） 

            Ｐ：流水潤辺長（ｍ） 

 

処理水量 

（ｍ3/ｓ） 

断面積Ａ 

（ｍ2） 

潤辺Ｐ 

（ｍ） 

径深Ｒ 

（ｍ） 

勾配Ｉ 

（％） 

流速Ｖ 

（ｍ/ｓ） 

流下量Ｑ 

（ｍ3/ｓ） 
判定 

0.009 0.031 0.628 0.049 0.3 0.489 0.015 ＯＫ 

 

 

 

1 

ｎ 
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表 4-2-1 粗度係数 

 

管 材 原 管 流量計算に用いる粗度係数値 

塩ビ 0.008～0.01 0.012 

塩ビコルゲート 0.015 0.015 

ポリエチレン 0.009～0.01 0.012 

ポリエチレンコルゲート 0.015 0.015 

網状管Ａ種 0.010～0.012 0.012 

網状管Ｂ種 0.015 0.015 

ヒューム管 0.013 0.013 

空隙コンクリート 0.020 0.020 

 

      

  4-2-3.暗渠（幹線）の設置間隔 

    暗渠（支線）の配置間隔は、「宅地防災マニュアルの解説」P211 では、下記に示す通りで

あり、本計画地においては地質調査結果より軟弱地盤地域であることから 20ｍ間隔とする。 

 

      標 準  B=40ｍ 

      軟弱層あり  B=20ｍ 
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  4-3.土砂流出防止柵 

    事業区域外へ土砂を流出させないようにするために、簡易な土砂流出防止工を設置するこ

ととする。 

土砂流防止工は、宅地防災マニュアルの解説[Ⅱ]P.427 を参考とする。以下に表を添付す

る。 

表 4-4-1.土砂流出防止工の例 
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５ 排水設計 

 

  5-1.雨水排水設計 

    雨水排水計画は「都市計画法開発許可制度便覧（宮城県土木部建築宅地課）」（以下、開発

便覧という）に基づき実施する。 

 

5-1-1.計画雨水量（Ｑ） 

   計画雨水量の算定は、合理式による。 

 

Ｑ＝    ・Ｃ・Ｉ・Ａ 

 

   ここにＱ：計画雨水量（ｍ3/ｓ） 

      Ｃ：流出係数 

      Ｉ：降雨強度（mm/ha） 

      Ａ：集水面積（ha） 

 

5-1-2.流出係数（Ｃ） 

   平地部分については、土地利用計画が決定していないことから「屋根」「道路」相当の

0.9 を採用する。また、外周部の法面については、空地（緑地）相当の 0.3 を採用する。 

 

区 分 流出係数 区 分 流出係数 区 分 流出係数 

屋根 0.9 水面 1.0 勾配の急な山地 0.5 

道路 0.9 空地（緑地） 0.3 勾配の緩い山地 0.3 

その他の不浸透面 0.8 芝、樹木の多い公園 0.2   

「開発便覧」Ｐ339 より   

 

なお、「開発便覧」Ｐ.339 より、土地利用の求積率による荷重平均割合で算出した総合

流出係数は、0.6 以上とする必要があるが、下表より 0.6 以上となり問題無い。 

 

区 分 面積（ha） 流出係数 総合流出係数 判定 

造 成 地 3.50 0.90 

0.83 
0.83≧0.6 

ＯＫ 
法 面 0.44 0.30 

合 計 3.94  

 

 

１ 

360 
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5-1-3.降雨強度（Ｉ） 

   降雨強度は流達時間に応じ5年に1回の確率で想定される値以上とし、その値は66mm/ha

を下回ることはできない。（「開発便覧」P.339 より） 

   本計画においては、宮城県降雨強度表（「開発便覧」P.341）より北部内陸の 5年確立降

雨強度を採用する。 

 

Ｑ＝        （mm/ha） 

 

   ここにｔ=ｔ1＋ｔ2 

      ｔ ：流達時間 

      ｔ1 ：流入時間（min） 

      ｔ2 ：流達時間（min） 

 

 

5-1-4.流入時間（ｔ1） 

   流入時間は、下表より平均の 7分とする。 

 

状 況 流入時間 

人口密度が大きい 5 分 

人口密度が小さい 10 分 

平 均 7 分 

「開発便覧」Ｐ340 より                

 

 

 

1,178 

t3/4＋8.11 
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5-1-5.流達時間（ｔ2） 

   

 ①流下時間の算定 

    ａ)流下時間 

 

ｔ2＝         

 

      Ｌ：水路の延長（ｍ） 

      Ｖ：水路内の流速（m/sec） 

        

    ｂ）水路内の流速（マニングの式） 

 

Ｖ＝    ・Ｒ2/3・Ｉ1/2 

 

      ｎ：粗度係数 

      Ｒ：径深（ｍ）＝流水断面Ａ（㎡）／流水潤辺長（ｍ） 

      Ｉ：水路勾配 

 

水路の形式 水 路 の 状 況 ｎの標準値 

管 渠  ヒューム管 0.013 

 硬質塩化ビニル管 0.010 

 コルゲートメタル 0.033 

水 路  モルタル 0.013 

 コンクリート、コテ仕上げ 0.015 

 コンクリート、底面砂利 0.017 

 石積み、モルタル目地 0.025 

 空石積み 0.032 

土、直線水路、雑草あり 0.027 

砂利、直線水路 0.025 

 岩盤直線水路 0.035 

自然水路  整正断面水路 0.030 

 非常に不整正断面、雑草立木多し 0.100 

「開発便覧」Ｐ340 より   

 

 

Ｌ 

60・Ｖ 

１ 

ｎ 
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マニングの粗度係数ｎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「道路土工要綱」P.137 より         

 

5-1-6.断面設計 

 

     Ｑ＝Ａ・Ｖ 

     Ｑ1≦Ｑ 

      Ｑ：流下能力（m3/sec） 

      Ａ：通水断面積（㎡） 

      Ｖ：水路内の流速（m/sec） 

            Ｑ1：計画雨水量（m3/sec） 

 

         設計水深は以下の通りとする。 

          開 渠：8割水深  「開発便覧」P.343 

          矩形管渠：9割水深    

 

5-1-7.流速 

     側溝の流速が大きすぎると水路表面の摩耗や洗堀の起こる恐れがあり、反対に小さすぎ

ると土砂等が堆積することから、コンクリート側溝の流速は 0.60～3.0ｍ/sec の範囲とな

るよう計画する。 
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  5-1-8.上流流域の流出量（町道小牛田南郷線横断管） 

    計画地南東部の町道小牛田南郷線を横断して、上流流域の雨水排水が流入する。しかし、

上流流域が不明であるため、ここでは安全側を考慮し、横断管の最大流下能力相当が流入す

るものとして計画する。 

 

（1）横断管諸元 

   現況測量図より横断管の諸元は以下のとおりである。 

       管 種：ヒューム管（n=0.013） 

       管 径 Ｄ：φ300 

       管 底 高：上流側 7.95、下流側 7.59、高低差 0.36ｍ 

       管路延長：12ｍ 

       勾 配 Ｉ：3.0％（0.36ｍ／12.0ｍ×100） 

 

（2）最大流下能力 

   

   Ｑ＝Ａ×Ｖより 

    ＝0.071×2.370＝0.168ｍ3/ｓ 
     ここに 

     Ａ＝πＤ2／4＝0.302・π／4＝0.071ｍ2 

       Ｖ＝1／ｎ・Ｒ2/3・Ｉ1/2＝1／0.013×0.0752/3×0.0301/2＝2.370ｍ/ｓ 

       Ｒ＝Ａ／Ｐ＝0.071／0.942＝0.075ｍ 

       Ｐ＝πＤ＝0.30ｍ×π＝0.942ｍ 
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  5-2.汚水排水設計 

    汚水計画は「下水道施設計画・設計指針と解説（日本下水道協会）」に基づき計画するも

のとし、敷地内汚水を区域外に埋設されている汚水管（マンホール）に接続する。 

 

  5-2-1.平面計画 

    区域外の既存マンホールより延伸することを基本とし、地下埋設物、地上支障物及び計画

上水管との離隔を考慮し、線形計画を行う。 

 

  5-2-2.管路計画 

（1）管種及び管径 

   管種は硬質塩化ビニル管（ＶＵ）とし、管径についてはφ200ｍｍとする。 

 

（2）縦断計画 

   縦断計画については、現況道路勾配及び接続先既設管底高を考慮し計画する。 

また、計画汚水流出量に対し最適な流速として 1.0～1.8ｍ/sec を標準とするが、困難

な場合でも最小 0.6ｍ～最大 3.0ｍ/sec の範囲内とする。 

 

（3）管渠の土被り 

   管渠の土被りは車道部で最小 1.2ｍ以上とする。 

 

  5-2-3.マンホール計画 

（1）マンホール設置箇所 

   マンホールは維持管理のうえで必要な箇所、管渠の起点及び方向又は勾配が著しく変化

する箇所等に必要に応じて設置する。 

 

（2）設置間隔 

   管渠の直線部のマンホール最大間隔は下表より 75ｍとする。 

 

管渠径（ｍｍ） 600 以下 1000 以下 1500 以下 1650 以下 

最大間隔（ｍ） 75 100 150 200 

【下水道施設計画・設計指針と解説 前編 P.319】  
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（3）マンホールの種類 

   マンホールは組立マンホールとし、形状別用途は以下を標準とする。 

 

 下水道用鉄筋コンクリート製組立マンホールの形状別用途  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下水道施設計画・設計指針と解説 前編 P.240】 

 

 

（4）マンホールの構造 

   マンホールの構造は以下のとおりである。 

 

  ・蓋は鋳鉄製とし、設置箇所に応じた耐荷重仕様とする。 

  ・側塊、底版等は二次製品とし、底部には管渠の状況に応じたインバートを設ける。 

  ・足掛金物は、腐食に耐える材料とし、長さ 50ｃｍ、間隔 30ｃｍ、ステップ幅 500ｍｍで

すべり止め付きを使用する。 

 

 組立マンホール標準図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下水道施設計画・設計指針と解説 前編 P.240】 
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  5-2-4.敷地からの取付け 

    敷地からの取付けについては、以下のとおり設置する。 

 

（1）取付管 

  ・布設方向は、本管に対して直角、且つ、直線に布設する。 

・本管への取付角度は、本管に対して 60度又は 90 度とする。 

  ・取付管の勾配は、2‰以上を標準とする。 

・本管への取付位置は、本管の中心線より上方に取付けることとする。 

・管種及び管径について、管種は硬質塩化ビニル管とし、最小管径については 200ｍｍと

する。 

 

（2）汚水桝構造について 

  ・汚水桝の設置位置は、原則として敷地内で道路との境界線に接する部分とする。 

・汚水桝の構造は、当計画における埋設深及び土地利用を踏まえ 1号組立マンホールとす 

る。 
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８ 調整池基本設計 

   防災調整池は、「防災調整池設置指導要綱（宮城県）」より、平地部の恒久防災調整池として

計画する。以下に計画資料を添付する。 
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Ⅳ 数量計算 

   概算工事費算出の為、工種毎の数量計算を以下に示す。 
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工　種 種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 摘　　要

1.防災工

防災工 土砂流出防止柵 H=1.0m m 935.0

地下排水管 幹線φ200、有孔管 m 159.0

支線φ150、有孔管 m 1,426.0

仮設排水管 φ300、無孔管 m 25.0

仮排水路 900/300×300 m 519.0

防災小堤 300/900×300 m 376.0

仮設沈砂池 箇所 2.0

2.調整池工

法面工 切土法面整形 バックホウ0.6m3 m2 191.0

盛土法面整形 バックホウ0.6m3 m2 2,491.0

護岸工 張芝 野芝 m2 2,682.0

放流工 放流桝工 2300×2300×2300 基 1.0

放流函渠 BOXCL1200×1200 m 18.0

遮水壁 4220×3460×500 基 1.0

吐口桝 1700×1000×2300 基 1.0

流入路工 1号流入路工 現場打水路 600×600 箇所 1.0

2号流入路工 現場打水路 600×600 箇所 1.0

底版施設工 管理用通路 コンクリート舗装 W=2.5m,t=15cm m2 50.0

調整池底版 コンクリート舗装 t=15cm m2 1,092.0

付属施設工 ネットフェンス H=1.8m（忍返し付） m 291.0

両開き門扉 W=4.0m,H=1.8m（忍返し付） 箇所 1.0

3.土工

切土 機械掘削
オープンカット
10,000≦V< 50,000m3未満 m3 11,820.0

盛土 路体盛土
W=4.0m以上,敷均し+締固め
V=10,000m3以上 m3 121,914.5

購入土 m3 162,146.3

残土 残土運搬
土砂, 標準,バックホウ山積0.8m3
DID区間：無し,L=2.0km m3 14,574.3

整地 ルーズ、標準 m3 14,574.3

数　量　集　計　表
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工　種 種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 摘　　要

数　量　集　計　表

4.法面工 （造成部）

法面整形工 盛土法面整形 ﾊﾞｯｸﾎｳ0.6m3 m2 2,836.0

張芝 野芝 m2 2,836.0

5.道路工

町道小牛田南郷線 (歩道W=3.0m～4.3m）

歩道舗装工 表層工 再生細粒度As13F　t=3㎝ m2 712.0 施工必須

路盤工
再生クラッシャーランRC-40
t=10㎝ m2 712.0 施工必須

縁石工 歩車道境界ブロック 標準型 m 213.0 施工必須

切下型 m 4.0 施工必須

出入口部 （W=8.0m、W=10.0m）

車道舗装工 表層工 再生密粒度As20F　t=5㎝ m2 679.0

路盤工
再生クラッシャーランRC-40
t=20㎝ m2 679.0

凍上抑制層
再生クラッシャーランRC-40
t=15㎝ m2 679.0

6.雨水排水工 （造成部）

側溝工 落蓋型側溝 300×300 m 495.0

400×400 m 155.0

500×500 m 26.0

可変勾配側溝 300×400 m 64.0

500×400～600 m 79.0

500×600 m 6.0

600×600～700 m 38.0

集水桝工 A型集水桝 600×600×600　T-25 基 3.0

E型集水桝 700×700×700　Ｔ-25 基 4.0

H型集水桝 800×800×700　Ｔ-25 基 2.0

I型集水桝 800×800×800　Ｔ-25 基 4.0

J型集水桝 900×900×900　Ｔ-25 基 1.0

L型集水桝 1000×1000×1000　Ｔ-25 基 1.0
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工　種 種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 摘　　要

数　量　集　計　表

（造成地外周部）

側溝工 落蓋型側溝 300×300 m 159.0 施工必須

可変横断溝 300×400 m 10.0 施工必須

300×800 m 8.0 施工必須

可変勾配側溝 300×800 m 68.0 施工必須

300×900 m 29.0 施工必須

300×400～500 m 44.0 施工必須

300×400～600 m 42.0 施工必須

400×900 m 18.0 施工必須

400×700～900 m 159.0 施工必須

土留型可変側溝 300×800 m 5.0 施工必須

300×800～900 m 19.0 施工必須

ベンチフリューム 300 m 119.0 施工必須

排水フリューム 500×900 m 124.0 施工必須

HF撤去再設置 400×500 m 6.0 施工必須

集水桝工 B型集水桝 800×800×1000　T-2 基 1.0 施工必須

C型集水桝 800×800×1100　Ｔ-2 基 1.0 施工必須

D型集水桝 800×800×1200　Ｔ-2 基 2.0 施工必須

F型集水桝 700×700×800　Ｔ-25 基 1.0 施工必須

G型集水桝 800×800×1200　Ｔ-25 基 1.0 施工必須

K型集水桝 900×900×1200　T-2 基 1.0 施工必須

暗渠継足し工 HPφ300 90°固定基礎 m 2.0 施工必須

7.給水工

（給水施設工）

管路工 配水用ポリエチレン管 HPPEφ75、材工共 m 37.0 町施工

仕切弁設置 ソフトシール仕切弁弁筺含む 箇所 1.0 町施工

土工 管保護砂埋戻 下水道掘削断面内 m3 3.6 町施工

消防水利施設工 防火水槽設置
40㎥級
本体、据付、土工 箇所 1.0 町施工
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工　種 種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 摘　　要

数　量　集　計　表

8.下水道工

土工 床掘 m3 182.9 町施工

砂基礎工 m3 25.2 町施工

埋戻し用砂 洗砂 m3 33.5 町施工

発生土埋戻 m3 145.8 町施工

再生砕石埋戻し 再生砕石RC-40 m3 8.9 町施工

埋戻し用砕石 RC-40 m3 11.9 町施工

整地 残土受入れ地での処理 m3 20.9 町施工

土砂等運搬 土砂 m3 20.9 町施工

仮復旧工 m2 59.3 町施工

管きょ・組立マンホール 管渠工

塩化ビニル管設置工 φ200㎜ m 63.0 町施工

組立マンホール

マンホール資材費 1号人孔H=2.33m 箇所 4.0 町施工

組立マンホール設置工 4m以下 箇所 4.0 町施工

インバート工 1号人孔　φ200㎜ 箇所 4.0 町施工

仮設工 建込簡易土留め
建込・引抜・賃料
H=4m以下 m 63.0 町施工

締切工 ポンプ運転 日 11.0 町施工

ポンプ運転据付・撤去 箇所 1.0 町施工

付帯工 舗装復旧工 m2 88.7 町施工

インターロッキング
再設置 m2 258.0 町施工

点字ブロック再設置 m2 12.9 町施工

区画線 白色溶着、W=15cm m 13.1 町施工

撤去工 舗装版切断工 m 27.0 町施工

舗装版取壊し工 m2 73.5 町施工

殻運搬工 m3 3.7 町施工

産廃処分料 t 8.6 町施工

インターロッキング
撤去工 m2 45.2 町施工
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工　種 種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 摘　　要

数　量　集　計　表

9.軟弱地盤改良工

軟弱地盤改良 中層混合処理 ｍ3 41,410.0 施工必須

縁切り矢板工 鋼矢板Ⅲ型、埋殺し、L=11.0m 枚 101.0 施工必須

10.舗装工

駐車場 表層 再生密粒度As13F　t=5cm m2 5,255.0

路盤工
再生クラッシャーランRC-40
t=35cm m2 5,255.0

駐輪場 表層 再生密粒度As13F　t=3cm m2 783.0

路盤工
再生クラッシャーランRC-40
t=37cm m2 783.0

11.付帯工

ブロック工 歩車道境界ブロック ｍ 173.0

地先境界ブロック ｍ 258.0

区画線 区画線 白線　W=150 ｍ 1,169.0

身障者マーク ｍ 19.1
6.37ｍ/箇所×3箇
所

車止め タイヤストッパー 129箇所×2 本 258.0

12.交差点改良

区画線 区画線（横断歩道） 白線　W=450 ｍ 163.3 3.25+4.0*40
(ﾃﾆｽｺｰﾄ)(子供広場)

(ﾃﾆｽｺｰﾄ)(子供広場)
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C型集水桝

D型集水桝

A型集水桝

E型集水桝
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遠田郡美里町字新峯山
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S=1:500
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ベンチフリューム300 落蓋型側溝400×400

80 500 80

660

9
0
0

8
0

1
0
0

9
8
0

4
0

敷モルタル t=3cm
(1:3)610

710

排水フリューム500×900

9
5

3
5
0
～

9
50

4
4
5
～

1
0
45

300 100

500

100

5
0

1
0
0

510～550

勾配調整コンクリート
(σck=18N/mm2)

基礎砕石 t=10cm
(RC-40)

基礎コンクリート

600 110

820

110

1
4
0

6
5
0
～

7
50

7
9
0
～

8
90

1
0
0

1
0
0

基礎砕石 t=10cm
(RC-40)

基礎コンクリート

820～840

可変勾配側溝 B300 可変勾配側溝 B600

9
5

3
5
0
～

8
50

4
4
5
～

9
45

5
0

1
0
0

600

300 100

500

100

基礎砕石 t=10cm
(RC-40)

基礎コンクリート

可変横断溝 B300

勾配調整コンクリート
勾配調整コンクリート

可変勾配側溝 B400

400 100

600

100

630～650

1
1
0

7
5
0
～

9
50

8
6
0
～

1
0
60

1
0
0

1
0
0

基礎砕石 t=10cm
(RC-40)

基礎コンクリート

勾配調整コンクリート

基礎砕石 t=10cm
(RC-40)

※最小厚さ50mm

(σck=18N/mm2)

610～650

700920～940

730～750

(σck=18N/mm2)
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集水桝工詳細図

※ H ≧  1.00m  足掛金物設置。

2T1T 蓋 タ　イ　プ足掛金物(W2xW4xH2)集水桝タイプ名称 6W4W3W H 2H 1W 5W 2W 1

寸　法　表

平　面　図断　面　図

(両足用)
足掛金物

グレーチング蓋

3
0
0

3
0
0

グレーチング600×600用(T-2)   型 集 水 桝(800x800x1000) 800 1000B 200 2001200 13008001200 1200

750900 600 1000900 150150A 600600(600x600x600)   型 集 水 桝 グレーチング600×600用(T-25)

13001200 800 13001200 200200C 1100800(800x800x1100)   型 集 水 桝 グレーチング600×600用(T-2)

グレーチング700×700用(T-25)

   型 集 水 桝

(800x800x1200)

F

グレーチング600×600用(T-2)   型 集 水 桝(800x800x1200) 800 1200D 200 2001200 13008001200 1400

E

グレーチング900×900用(T-25)

   型 集 水 桝

(900x900x900) 900 900

H

200 2001300 14009001300 1100

9501100 800 12001100 150150

G

800800(800x800x800)

   型 集 水 桝

グレーチング800×800用(T-25)

J   型 集 水 桝

14001300 900 14001300 2 本200200K 1200900(900x900x1200)   型 集 水 桝 1400
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   型 集 水 桝I

(受枠含)
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H
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H
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6
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5
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4
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5
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0
0
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0
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0

50 1400 50
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小構造物詳細図(2/2)
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土留型可変側溝 300×800 土留型可変側溝 300×900

勾配調整コンクリート

基礎砕石 t=10cm
(RC-40)

基礎コンクリート

敷モルタル t=2cm
(1:3)

基礎砕石 t=10cm
(RC-40)

基礎コンクリート

敷モルタル t=2cm
(1:3)

勾配調整コンクリート

30
300

30

1
0
0

1
6
0

1
5
0

6
1
0

100 500 100

700

暗渠管継足し工
（HPφ300,90°固定基礎）

コンクリート

8501000 700 11001000 150150700700(700x700x700)   型 集 水 桝 グレーチング700×700用(T-25)1100

14001200 800 13001200 2002001200800

(700x700x800) グレーチング700×700用(T-25)

1300

グレーチング900×900用(T-2)

2 本

(σck=18N/mm2)
※最小厚さ50mm

(σck=18N/mm2)

(σck=18N/mm2)
※最小厚さ50mm

(σck=18N/mm2)

(σck=18N/mm2)

基礎砕石 t=15cm
(RC-40)

(σck=18N/mm2)

9501000 700 11001000 150150800700 1100

本2

8501100 800 12001100 150150700800(800x800x700) グレーチング800×800用(T-25)1200

12001400 1000 15001400 2 本200200L 10001000(1000x1000x1000)   型 集 水 桝 1500 グレーチング1000×1000用(T-25)
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路盤工 t=15cm
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図　示

調整池一般図

調 整 池 一 般 図

A-A'断面図
S=1:100
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調整池流入路工詳細図
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遠田郡美里町字新峯山

防災計画平面図
S=1:500
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